　「Response to Bero's Speech」訳本

　「Beroの演説に対する応答」

　著者：戦闘魔術師Malviser
　Last Seed 月１４日、Berevar Bero〔※１〕という名の１人の惑乱者が、帝都のJulianos礼拝堂にて極めて無知蒙昧なる演説を行った。無知蒙昧なる演説というものは、その殆どは広く知られるものではないため、それに応答するべき理由は存在しない。〔しかし、〕不運であることに、その演説を彼は「戦闘魔術師たちに対するBeroの演説」として内々に印刷させたので、学者仲間の間にて、小さいながらも相応しからぬ注意を惹くことになった。この誤解を我々に鎮めさせて欲しい。
　Beroの講演は、高名なる戦闘魔術師たち――Tiber Septimの帝室つき戦闘魔術師Zurin ArctusからUriel Septim７世の帝室つき戦闘魔術師Jagar Tharnまで――に関する、時には真実である報告から始められた。彼の意図するところは、「戦闘魔術師は、彼らの特に得意とするところであると考えられている破壊魔法ではなくて、その他の流派の魔法に頼るものである」ということの重要性が何処に存在するのかを示すことであった。まず、これらの、いわゆる歴史的事実について論じさせて欲しい。
　Zurin Arctusは、Beroの断言するようには、神秘魔法と召喚魔法の呪文を用いてNumidiumというgolemを創り上げた訳ではない。真実は、如何にしてNumidiumは創り上げられたのか、あるいは、それはgolemあるいはatronachであったのか、それらは（golemとatronachという言葉の如何なる伝統的意味を採用するとしても）我々には分かっていない、ということである。Uriel５世に仕えた戦闘魔術師Hethothは、帝室つき戦闘魔術師ではなかった。彼は帝国に仕えた単なる１人の魔術師であり、従って、Akavirでの様々な戦闘に於いて彼の詠唱した呪文が如何なるものであったのかは、当然ながら、ここでは無関係の事柄である。女帝Morihathaに仕えた戦闘魔術師Wellocのことを、「破壊魔法の流派の強大なる学者」ではなくて「熟練した外交家」と彼は呼んでいる。１人の帝室つき戦闘魔術師のことを正しく把握していることに関しては、私はBeroを祝福しよう。しかし、破壊魔法の流派に於けるWellocの技術について、多数の書き留められた実例が存在している。例えば、賢者Celarusは、WellocがBlackroseの反乱軍に対して〈吸血性の雲〉（敵の力と技術を奪い取る）を唱えたことに関して広範に亘って書いている。これこそ、破壊魔法の流派に関する感銘ぶかい実例以外の何物であるのだろうか。
　それどころか、〔Beroの議論が〕哀れにも、Beroは彼の「評点以下の戦闘魔術師」のリストにJagar Tharnを含めている。狂気の反逆者を理性的な振る舞いの一例として用いることは、それは擁護不能の立場である。Beroは、どうあって欲しいと考えているのだろうか。Tharnに、Tamrielを滅ぼすための、多数の伝統的手法によった破壊魔法の流派を用いて欲しかったのだろうか〔※２〕。
Beroは、自身の議論の基礎として、歴史に対する誤った説明を用いている。たとえ彼が「戦闘魔術師は彼らの流派以外の呪文を唱える」という４個の素晴らしい実例〔※３〕を歴史から見出したとしても――そして、それは不可能であった――、彼の議論を立証するためには不充分であるところの、あるエピソードを証拠として手に入れることになるに過ぎないだろう。私にとって、幻影魔術師による治癒魔法の使用、あるいは、暗闘家による瞬間移動の使用、それらに関する４個の実例を容易に見出せるかもしれない。何事にも、それに相応しい時と場が存在するものである〔※４〕。
　このような覚束ない前提に基づいたBeroの議論によれば、破壊魔法の流派は真正の流派ではないことになる。彼は、その流派の研究方法は「狭隘かつ浅薄である」と、その流派の学者は忍耐に欠けて誇大妄想の傾向を患っていると、そのように称している。これに対しては、如何にして応答できるだろうか。破壊魔法の呪文の詠唱に関して何も知らない者ならば、その流派が余りにも単純すぎることを批判するだろうか。〔しかし、〕破壊魔法の流派に於いて学ばれることを、「最小量の時間に於いて最大量の損傷を与える方法」として要約することは明らかに馬鹿げている。そして、〔破壊魔法の流派との差異を示すために〕自身の流派である幻影魔法に於いて研究されている込み入った全要素をリスト・アップすることによって、彼は自身の無知を詳細に説明していることになるのである。
　応答のために、破壊魔法に於いて研究されている諸要素をリスト・アップさせて欲しい。呪文を伝える手段は、他の如何なる流派よりも破壊魔法の流派に於いて重要である。手を触れるか、間隔を置くか、同心円を描くか、あるいは、いったん唱えてから後になって引金を引くか。呪文を詠唱するに当たって、如何なる力が支配下に置かれるべきであるのか。炎か、雷か、あるいは、冷気か。そして、それらの各々に於ける利点と危険性は何であるのか。種々の破壊魔法に対する種々のターゲットの反応は何であるのか。考えられる防御、そして、その防御を攻め立てるための方法は何であるのか。如何なる周囲の環境が考慮されるべき要素であるのか。遅れて損傷を与える呪文の利点は何であるのか。Beroの示唆によれば、破壊魔法の流派は手の込んだものでは在り得ない。しかし、彼は、その流派の外套の下に覆われる、あらゆる呪術というものを忘れてしまっている。それは、時には、幾世代にも亘って、手の込んだ素晴らしい方法によって効力を発揮するものであるのだ。
　変性魔法の流派は破壊魔法の流派から明白に区別される存在であり、「両者の流派は統一されるべきである」というBeroの議論は明らかに嘲笑に値するものである。彼の主張によれば――変性魔法と破壊魔法の流派に関して何も知らない者ならば、やはり、このように主張するだろう――“損傷”とは、変性魔法の呪文によって扱われるところの、現実の変化の一部〔に過ぎないもの〕である。その暗示するところは、変性魔法のリストに入れるべき空中浮遊は、破壊魔法である電撃の矢の近い従兄弟であるということだ。それは、次のような主張と同程度に合理的であるだろう。すなわち、実際の変化を全般的に取り扱う変性魔法は、見かけの変化を全般的に取り扱う幻影魔法を吸収するべきである、という主張である。
　幻影魔法の流派の師匠が破壊魔法の流派の師匠に対して、このような攻撃を放ってきたことは確かに偶然によるものではない。幻影魔術師というものは、誰しも真実を覆い隠すものだからである。
　訳注

※１　幻影魔術師。「戦闘魔術師たちに対するBeroの演説」はゲーム中に登場していないため、その詳細は不明である。恐らく、「戦闘魔法に対する幻影魔法の優越」あるいは「権力の座に接近している戦闘魔術師に対する注意の呼びかけ」を主旨とするものだろう。

　※２　Jagar Tharnは狂気に陥っていたので、その他の正気の戦闘魔術師と同等に考えることはナンセンスである。また、Tharnは皇帝を裏切って、偽の皇帝に変装するための幻影魔法を重用していた。しかし、そのような破壊魔法の軽視を批判するBeroは、結局のところ、Tharnが破壊魔法を重用してTamrielを滅ぼすことを望んでいることになってしまう。
　※３　先に述べられた、Zurin Arctus、Hethoth、Welloc、Jagar Tharnに関する実例。

　※４　幻影魔術師は治癒魔法の専門家ではないし、暗闘家は瞬間移動〔の魔法の流派〕の専門家ではない。しかし、「相応しい時と場」が存在するならば、彼らは治癒魔法あるいは瞬間移動を用いるだろう。しかし、そうであるとしても、彼らが自身の専門を軽視していることにはならない。これと同様に、たとえ戦闘魔術師が破壊魔法ではない流派の魔法を用いるとしても、彼らが破壊魔法を軽視していることにはならない。
